
 1 

第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 平成２９年度第７回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２９年１０月２５日（水）午後６時３０分 ～ ７時４５分 

開 催 場 所 中部地区会館（市役所４階）４０１大集会室 

出席者及び 

欠 席 者 

出席者：安島てつや、木下幸子、波多野愛子、福岡祐子 

    松木愛梨、峰岸喬、山内かよ子、杉本崇 

    緑が丘ふれあいセンター長 

欠席者：小栁貴子、金子彰子 

（事務局）協働推進課長、協働推進課主査、協働推進課主事 

報 告 事 項 第６回会議録について 

議 題 

１ 第三次男女共同参画計画平成２８年度推進状況調査結果について 

２ 次期市民委員会につなげられること 

３ 活動成果の発信について 

結 論 
（決定した方針、

残された問題点、

保留事項等を記載

する。） 

 

議題１ 第三次男女共同参画計画平成２８年度推進状況調査結果について 

    計画に定められている内容から市民委員会で取り組むテーマを決

め、事業の実施等により推進に関わっていく。 

 

議題２ 次期市民委員会につなげられること 

   ・ワールドカフェ方式の意見交換など、委員が意見を出しやすい雰囲

気で会議を進める手法を検討する。 

   ・テーマと対象を絞り、委員発信の事業を実施できると良い。 

   ・次期委員会では、活動例として前委員会で行った活動を最初に紹介

する。 

 

議題３ 活動成果の発信について 

    紙媒体１枚の広報物を事務局案として作成する。レイアウトや内容

について委員に諮り、次回の会議で決定する。 

 

 

 （その他） 

第８回委員会は、平成３０年１月１７日（水）午後６時３０分から開催

する。場所については事務局から改めて通知する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原

則として発言順に

記載し、同一内容

は一つにまとめ

る。） 

 

 

 

 

 

 

 

（発信者） 

◎印：副委員長 

 

議題１ 第三次男女共同参画計画平成２８年度推進状況調査結果について 

 

◎ 市民委員になった当初、どんな活動をしたら良いのか全くイメージでき

なかった。市で定めている計画や事業があるなら、その中で市民委員とし

て関われる部分を取り上げると活動しやすいのではないか。 

○ 男女共同参画の範囲は非常に広い。ワーク・ライフ・バランス、ＤＶ、

ＬＧＢＴなど様々なテーマがある中で、市民委員会で取り組む内容をいく

つか提案していただけると良いのではないか。 

○ 重点事業の目標値は、達成したら次の年度はもっと高い目標値を設定す

るのか。 
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○印：委員 

●印：センター長 

□印：事務局 

 

□ 第三次男女共同参画計画は平成２７年度から３１年度までの５年計画な

ので、途中の年度で目標値を変更することはない。次の計画を策定する際

に、進捗状況を踏まえて目標値を変更する可能性はある。 

○ ２年間の任期がある中で、１年目は理解や知識を深める期間、２年目は

事業を実施する期間にするなど、段階を踏んでいくと良いのではないか。 

◎ 市民委員会の役割を明確にし、どこを重点的に取り組むか決めて提示し

ていただくと、活動しやすいのではないか。 

 

 

議題２ 次期市民委員会につなげられること  

 

○ ワールドカフェ方式で意見交換をしたのが非常に良かった。ざっくばら

んに話し合う中で、市民委員としてやりたいことや、取り組んだ方が良い

と思うことが出てくるかもしれない。次期委員会では、話し合う機会を多

く設けると良いのではないか。 

○ 気軽に話し合える雰囲気を作ることは大切である。 

○ 今年度実施した「こども記者クラブ」が印象深い。自分たちで作り上げ

た事業を一つ残せたことは非常に良かったと思う。次期委員会では、前委

員会でどのような活動を行ったかを最初に紹介していただきたい。 

○ こども記者クラブでは参加者と接する時間が長かったため、事業を実施

した実感がより強かった。 

○ デエダラまつりでのアンケートのように、不特定多数の人を対象にした

啓発事業よりも、対象を絞って実施したことで、事業の意図などをより深

く伝えられることが出来たと思う。 

□ 次期委員会では、前委員会で行った活動を紹介するとともに、意見を出

しやすい雰囲気で実施する手法を考えていきたい。 

 

 

議題３ 活動成果の発信について 

 

○ 冊子など、紙媒体の広報物を作り、市民の目に留まるようにＳＮＳで発

信するのはどうか。市民委員会で男女共同参画のキャッチフレーズを考

え、広報物に掲載するなどしても良いと思う。 

◎ ポスターのような１枚の広報物はどうか。２年間の活動内容や市民委員

会で考えたキャッチフレーズを掲載して、ＳＮＳ等で毎日発信すれば、多

くの人に見てもらえるだろう。 

● 情報誌ＹＯＵ・Ｉで特集し、全戸配布により発信するという方法もあ

る。それを目にした人の中から、次期委員会に参画したいと考える人が出

てくるかもしれない。また、現委員の皆様から、２年間活動してきた中で

少しずつ男女共同参画のことが分かってきたという意見が出ている。せっ

かく興味を持っていただいたところで任期が終わり、男女共同参画から離

れてしまうのは非常にもったいない。委員の継続という選択肢も含め、今

後も男女共同参画に積極的に関わっていくということを是非考えていただ

きたい。そこから男女共同参画団体の発足などにもつながるかもしれな

い。 

□ 活動成果の発信については、ポスターとしての掲示や情報誌ＹＯＵ・Ｉ

への掲載など、様々な形に対応できるよう、紙媒体１枚の広報物を事務局

案として作成する。レイアウトや内容について委員の皆様に諮り、次回の

会議で決定する。 
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（第８回委員会について） 

 

□ 第８回委員会は平成３０年１月１７日（水）午後６時３０分から開催す

る。場所は改めて事務局から通知する。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：      人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


